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新しい明日の長崎を創る会 発行日：平成 21 年８月１０日

【
谷
川
・
金
子
栄
え
さ
せ
ま
す
か
、
長
崎
県

亡
び
ま
す
か
！ 

】

平
成
十
年
に
金
子
原
二
郎
氏
が
長
崎
県
知
事

に
就
任
し
て
か
ら
、
長
崎
県
民
の
所
得
は
全

国
三
十
六
位
か
ら
四
十
七
位
と
殆
ど
全
国
最

下
位
で
あ
る
。
長
崎
県
経
済
界
も
塗
炭
の
苦

し
み
に
喘
い
で
い
る
。
親
和
銀
行
の
倒
産
で

多
く
の
株
主
が
被
害
に
あ
っ
た
が
、
親
和
銀

行
倒
産
の
原
因
を
作
っ
た
金
子
漁
業
グ
ル
ー

プ
だ
け
は
債
務
（
数
百
億
）
を
免
除
さ
れ
た

り
、
追
加
融
資
（
六
十
億
円
）
を
受
け
る
な

ど
、
金
子
知
事
の
多
選
よ
り
も
、
金
子
漁
業

グ
ル
ー
プ
の
一
族
が
知
事
を
し
て
い
る
こ
と

の
弊
害
の
ほ
う
が
大
き
い
の
で
あ
る
。
そ
こ

に
平
成
十
六
年
七
月
金
子
家
の
長
女
（
富
貴
）

と
谷
川
弥
一
家
の
長
男
（
谷
川
建
設
社
長
・

喜
一
）
が
恋
愛
？
結
婚
し
て
い
る
。 

た
だ
で
さ
え
権
謀
術
数
を
好
み
性
根
が
好
ま

し
く
な
い
谷
川
弥
一
が
金
子
家
と
親
戚
に
な

る
弊
害
は
計
り
知
れ
な
い
。
真
に
長
崎
県
の

危
機
で
あ
る
。
中
央
で
は
政
権
交
代
が
囁
か

れ
て
い
る
、
政
権
交
代
も
大
事
だ
が
、
長
崎

県
は
谷
川
弥
一
的
政
治
の
排
除
こ
そ
が
急
務

で
あ
る
。
谷
川
・
金
子
栄
え
ま
す
か
、
長
崎

県
亡
び
ま
す
か
！

 【
長
崎
空
港
改
修
工
事
も
谷
川
建
設
の
毒

牙
！
】（
鹿
島
・
谷
川
建 
設
・
三
国
建
設

JV
）

契
約
時
二
十
五
億
円
だ
っ
た
も
の
が
、
金
子

知
事
・
谷
川
議
員
の
思
い
や
り
予
算
な
の
か
、

突
然
三
億
円
増
え
二
十
八
億
円
が
不
明
朗
に

支
払
わ
れ
て
い
る
。
や
り
た
い
放
題
の
盗
人

ネ
コ
で
あ
る
。
金
子
・
谷
川
県
政
こ
そ
「
悪

の
枢
軸
」
そ
の
も
の
で
あ
る
。

金
子
知
事
長
女
（
富
貴
嬢
）
と
谷
川
衆
議
員

長
男
（
谷
川
建
設
社
長
・
喜
一
）
の
結
婚
は

恋
愛
結
婚
に
し
ろ
見
合
結
婚
に
し
ろ
結
果

的
に
政
略
結
婚
で
あ
る
。
金
子
富
貴
は
谷
川

喜
一
と
結
婚
し
入
籍
す
る
前
に
谷
川
喜
一
の

ペ
ー
パ
ー
会
社
㈱
マ
ル
キ
開
発
（
本
社
・
長

崎
市
松
山
町
３
番
９
０
号
の
旧
谷
川
建
設
本

社
）
に
金
子
富
貴
の
名
で
取
締
役
に
就
任
し

て
い
る
。
㈱
マ
ル
キ
開
発
は
金
子
富
貴
が
平

成
十
六
年
七
月
に
取
締
役
に
就
任
す
る
と
売

り
上
げ
を
急
激
に
伸
ば
し
、
就
任
三
年
後
の

平
成
十
九
年
に
は
三
十
億
円
を
記
録
し
、
金

子
家
・
谷
川
家
の
政
略
結
婚
の
威
力
を
発
揮

し
て
い
る
。 

「
金
子
・
谷
川
政
治
に
は
正
義
も
信
義
も
な

い
！
」 

【
我
利
我
利
亡
者
の
欲
ボ
ケ
政
冶
】 

金
子
原
二
郎
知
事
と
谷
川
弥
一
議
員
（
農
水

政
務
官
）
は
知
ら
な
か
っ
た
と
証
言
し
て
い

る
が
長
女
（
旧
姓
・
金
子
富
貴
）
と
長
男
（
金

子
家
婿
殿
で
谷
川
建
設
社
長
・
喜
一
）
が

社
長
と
取
締
役
を
務
め
る
株
式
会
社
「
Ｔ
・

Ｇ
・
Ｆ
」（
本
社
・
大
村
市
富
の
原
２
丁
目

４
９
２
番
地
）
資
本
金
二
百
万
で
平
成
十
九

年
一
月
十
六
日
設
立
し
実
績
も
な
い
の
に

六
十
二
者
中
四
十
二
者
が
選
ば
れ
る
１
・
５

倍
の
競
争
率
の
中
、
わ
ず
か
１
年
前
に
設
立

し
た
新
規
参
入
の
「
Ｔ
・
Ｇ
・
Ｆ
」
が
不
条

理
に
選
ば
れ
て
い
る
。
し
か
も
獲
得
し
た
場

所
は
国
道
わ
き
に
位
置
し
、
海
面
よ
り
高
く

浸
水
の
お
そ
れ
が
な
い
好
条
件
の
土
地
（
小

江
干
拓
地
）
で
、
さ
ら
に
競
争
率
が
高
い
な

か
「
Ｔ
・
Ｇ
・
Ｆ
」
は
そ
の
３
分
の
１
を
理

不
尽
に
手
に
入
れ
て
い
る
。
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二
〇
〇
八
年
三
月
二
〇
日
長
崎
新
聞
よ
り
転
載

金
子
・
谷
川
栄
え
て

長
崎
滅
ぶ
！ 

憎まれっ子、 世にはばかる
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ニュー長崎ホテル謄本

取締役　金子岩久
監査役　金子卓也

㈱谷川建設（年商200億）
社長・谷川喜一
実父　谷川弥一(国会議員)
義父　金子原二郎(長崎県知事)
嫁（金子知事長女）旧姓金子富貴

マルキ開発産業㈱
社　長・谷川喜一
取締役・谷川富貴
年商・約30億　利益率・5％

金子・谷川長崎県政愛の人間模様・その２

佐世保魚市
社長：金子卓也

西日本物産
社長：金子卓也

主な取引先
大林組・梅村組 ( 佐世保 ) 等など
大手、地場ゼネコン各社
金子原二郎後援会（橋本商会ビル内）

目は口ほどにものを云う 男の顔は履歴書

谷川弥一議員

実質オーナー

谷
川
喜
一

金子源吉

金子・谷川姻戚関係成立

姻
戚
愛 

父・金子岩三
元農林水産大臣
1986年12月28日逝去

舘浦漁協組合長
エンマキ商事
平戸鉄工所
生月船員福祉会館
故第七蛭子丸
ＫＴＮテレビ長崎社長
ホテルニュー長崎
取締役金子岩久(長男)
取締役金子卓也(義弟)
金子漁業・金子真珠
他数社。

金子漁業グループ総帥

謄本

兄
弟
愛

義
弟
愛

御贈答品セット販売

他人も羨む兄弟愛が金子知事との
美しいパイプ役として商売繁盛！

建設資材販売及び斡旋

国営・諫早湾干拓事業で造成された農地
への入植者として、農水政務官の谷川弥
一衆院議員の長男と、その妻である金子
原二郎・同県知事の長女が社長などを務
める農業生産法人（同県大村市）が選定
されていたことが分かった。 
同法人によると、農産物生産を目的に０７
年１月に設立。 
谷川議員長男が代表取締役、妻が取締役
を務め、従業員は６名。この法人には 32
ヘクタールが貸し付けられ、バレイショや
タマネギなどを栽培する計画という。
０８年３月２０日（木）（毎日新聞） 

㈱Ｔ・Ｇ・Ｆ
元取締役
谷川喜一
谷川富貴

（旧姓金子富貴）

裏
社
会
と
の
関
係
を
構
築

襲
撃
事
件

谷川建設
運び屋Ｍ氏

詐欺破産罪

忠犬愛

田中愛国幹事長

自己破産でも議長
権力者の忠犬

明日の長崎を創る会

国営諫早干拓工事に谷川喜一・谷川富貴が代表を務めてい
た農業法人（ＴＧＦ）が親の七光り×2（県知事・農水政務
官）で入植に成功する。ばれたら代表を変更する親子愛

金子原二郎知事

県庁移転建設工事は大林組・谷川建設企業体へ

暴力団より怖い顔の
末吉議長

橋本商会

事務所
などを

提供

第二長
崎県庁

舎と

呼ばれ
ている

親子愛

長崎県民の皆様へ：金子漁業・谷川建設ではグループの繁栄を願って、金子原二郎後援会 ( 明日の長崎を創る会 ) は、毎月 2万の献金を集めております。

入
植
愛 

金
子
富
貴

暴力団会長

国営諫早干拓に親子愛の入植！
幹事長に指名


